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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示するための映像信号を出力する信号線選択制御回路の映像信号の出力節点に
接続される複数本の信号線、これらの信号線の中のＮ本が接続されるＮ個の電極を備える
第１液晶パネルと、
　前記Ｎ個の電極に接続されるＮ個の電極、これらの電極に接続される前記Ｎ本より多い
ＮＮ本の信号線、これらの信号線から時分割でＮ本づつ選択して当該Ｎ個の電極と接続す
る信号線選択回路を備える第２液晶パネルとを有し、
　Ｎ＝ＮＮ／ｎ（ただし、ｎは２以上の整数）
　であり、
　前記第１液晶パネルは、
　信号線選択のための信号線選択信号が、第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間中と
第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中とにおいて供給され、信号線選択信号が供給
される期間中に時分割で信号線を選択して信号線駆動回路の出力節点に接続する信号線選
択回路と、
　信号線選択信号が、第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間中と第２液晶パネルに映
像信号を書き込む期間中とにおいて供給され、信号線選択信号が供給される期間中に時分
割でＮ本の信号線を選択してＮ個の電極に接続する信号線選択回路とを備え、
　前記第２液晶パネルの信号線選択回路は、
　信号線選択信号が、第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間中と第２液晶パネルに映
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像信号を書き込む期間中とにおいて供給され、信号線選択信号が供給される期間中に時分
割でＮ本の信号線を選択してＮ個の電極に接続するものである
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　映像を表示するための映像信号を出力する信号線選択制御回路の映像信号の出力節点に
接続される複数本の信号線、これらの信号線の中のＮ本が接続されるＮ個の電極を備える
第１液晶パネルと、
　前記Ｎ個の電極に接続されるＮ個の電極、これらの電極に接続される前記Ｎ本より多い
ＮＮ本の信号線、これらの信号線から時分割でＮ本づつ選択して当該Ｎ個の電極と接続す
る信号線選択回路を備える第２液晶パネルとを有し、
　Ｎ＝ＮＮ／ｎ（ただし、ｎは２以上の整数）
　であり、
　前記第１液晶パネルは、
　前記Ｎ本の信号線とＮ個の電極とが予め接続されたものであり、かつ、
　信号線選択のための信号線選択信号が供給される期間中に時分割で信号線を選択して信
号線駆動回路の出力節点に接続するとともに、信号線選択信号が供給されない期間中に、
当該Ｎ本の信号線を信号線駆動回路の出力節点に接続したままにする信号線選択回路と、
　第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間中に信号線選択信号を当該信号線選択回路に
供給する一方、第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中に当該信号線選択回路への信
号線選択信号の供給を停止する信号線選択制御回路とを備え、
　前記第２液晶パネルの信号線選択回路は、
　信号線選択信号が供給される期間中に時分割で信号線を選択して電極に接続するもので
あり、
　前記第２液晶パネルは、
　第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中に信号線選択信号を当該信号線選択回路に
供給する一方、第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間中に当該信号線選択回路への信
号線選択信号の供給を停止する信号線選択制御回路を備える
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１液晶パネルは、
　第１液晶パネルの信号線により映像信号を書き込まれる赤、緑および青の画素を備え、
かつ、
　信号線駆動回路の出力節点に接続したままにされるＮ本の信号線は、青の画素に隣接す
る左右の信号線の内の一方の信号線であることを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置
。
【請求項４】
　前記出力節点に接続され得る信号線の数をＭＭ本とし、接続される信号線の数をＭ本と
したときに、
　ＭＭ／Ｍ＝ｎ
　であることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間と前記第２液晶パネルに映像信号を書き
込む期間との間にブランキング期間を有することを特徴とする請求項１ないし４のいずれ
かに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１液晶パネルと前記第２液晶パネルの少なくとも一方が多結晶シリコンを用いた
製造プロセスで形成されたことを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
　前記信号線駆動回路がＣＯＧ（Chip on Glass）で前記第１液晶パネル上に搭載されて
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いることを特徴とする請求項１ないし６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、信号線の数が少ない液晶パネルにおける電極での接続作業が容易な液晶表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今の携帯電話端末では、例えば、電子メールの文章や写真画像などを表示する第１液
晶パネルと、現在時刻や電池の残量などを表示する第２液晶パネルとをＦＰＣ（Flexible
 Print Circuit)で相互接続した、いわゆる、折り畳み式の液晶表示装置が用いられる。
【特許文献１】特開２００３－２９５２１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記した液晶表示装置の第２液晶パネルは、第１液晶パネルの信号線の数よりも少ない
数の信号線とそれに接続された電極を有し、第１液晶パネルは信号線とその中の当該少な
い数の信号線に接続された電極を有し、第１液晶パネルの電極と第２液晶パネルの電極と
の間にＦＰＣが接続される。
【０００４】
　このような液晶表示装置では、例えば、写真画像などの表示が可能なように、第２液晶
パネルを高精細化すると、その信号線と電極の数が増加し、必然的に第２液晶パネルでの
電極間隔が狭くなる。そのため、電極とＦＰＣとの接続作業が困難となり、これが製造上
で歩留まり低下につながる可能性がある。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みなされたものであり、その目的とするところは、信号線の数
が少ない液晶パネルにおける電極での接続作業が容易な液晶表示装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１の液晶表示装置は、映像を表示するための映像信
号を出力する信号線選択制御回路の映像信号の出力節点に接続される複数本の信号線、こ
れらの信号線の中のＮ本が接続されるＮ個の電極を備える第１液晶パネルと、前記Ｎ個の
電極に接続されるＮ個の電極、これらの電極に接続される前記Ｎ本より多いＮＮ本の信号
線、これらの信号線から時分割でＮ本づつ選択して当該Ｎ個の電極と接続する信号線選択
回路を備える第２液晶パネルとを有し、Ｎ＝ＮＮ／ｎ（ただし、ｎは２以上の整数）であ
り、前記第１液晶パネルは、信号線選択のための信号線選択信号が、第１液晶パネルに映
像信号を書き込む期間中と第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中とにおいて供給さ
れ、信号線選択信号が供給される期間中に時分割で信号線を選択して信号線駆動回路の出
力節点に接続する信号線選択回路と、信号線選択信号が、第１液晶パネルに映像信号を書
き込む期間中と第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中とにおいて供給され、信号線
選択信号が供給される期間中に時分割でＮ本の信号線を選択してＮ個の電極に接続する信
号線選択回路とを備え、前記第２液晶パネルの信号線選択回路は、信号線選択信号が、第
１液晶パネルに映像信号を書き込む期間中と第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中
とにおいて供給され、信号線選択信号が供給される期間中に時分割でＮ本の信号線を選択
してＮ個の電極に接続するものであることを特徴とする。
【０００７】
　請求項１の液晶表示装置によれば、ＮＮ本の信号線から時分割でＮ本づつ選択してＮ個
の電極と接続するときに、Ｎ＝ＮＮ／ｎ（ただし、ｎは２以上の整数）としたので、第２
液晶パネルの信号線ごとに電極を設ける場合に比べて、電極数を１／ｎにでき、電極間隔
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を長くすることができるので、信号線数の少ない液晶パネルの電極での接続作業が容易に
なる。
【０００９】
　また、第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間中において信号線を出力節点に接続す
る信号線選択回路が、第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中においても信号線を出
力節点に接続し、さらに、第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中において時分割で
Ｎ本の信号線を選択してＮ個の電極に接続する信号線選択回路を設けたことで、第２液晶
パネルに映像信号を供給することができる。
【００１０】
　請求項２の液晶表示装置は、映像を表示するための映像信号を出力する信号線選択制御
回路の映像信号の出力節点に接続される複数本の信号線、これらの信号線の中のＮ本が接
続されるＮ個の電極を備える第１液晶パネルと、前記Ｎ個の電極に接続されるＮ個の電極
、これらの電極に接続される前記Ｎ本より多いＮＮ本の信号線、これらの信号線から時分
割でＮ本づつ選択して当該Ｎ個の電極と接続する信号線選択回路を備える第２液晶パネル
とを有し、Ｎ＝ＮＮ／ｎ（ただし、ｎは２以上の整数）であり、前記第１液晶パネルは、
前記Ｎ本の信号線とＮ個の電極とが予め接続されたものであり、かつ、信号線選択のため
の信号線選択信号が供給される期間中に時分割で信号線を選択して信号線駆動回路の出力
節点に接続するとともに、信号線選択信号が供給されない期間中に、当該Ｎ本の信号線を
信号線駆動回路の出力節点に接続したままにする信号線選択回路と、第１液晶パネルに映
像信号を書き込む期間中に信号線選択信号を当該信号線選択回路に供給する一方、第２液
晶パネルに映像信号を書き込む期間中に当該信号線選択回路への信号線選択信号の供給を
停止する信号線選択制御回路とを備え、前記第２液晶パネルの信号線選択回路は、信号線
選択信号が供給される期間中に時分割で信号線を選択して電極に接続するものであり、前
記第２液晶パネルは、第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中に信号線選択信号を当
該信号線選択回路に供給する一方、第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間中に当該信
号線選択回路への信号線選択信号の供給を停止する信号線選択制御回路を備えることを特
徴とする。
【００１１】
　請求項２の液晶表示装置によれば、ＮＮ本の信号線から時分割でＮ本づつ選択してＮ個
の電極と接続するときに、Ｎ＝ＮＮ／ｎ（ただし、ｎは２以上の整数）としたので、第２
液晶パネルの信号線ごとに電極を設ける場合に比べて、電極数を１／ｎにでき、電極間隔
を長くすることができるので、信号線数の少ない液晶パネルの電極での接続作業が容易に
なる。
　また、第１液晶パネルのＮ本の信号線とＮ個の電極とを予め接続し、第２液晶パネルに
映像信号を書き込む期間中においてＮ本の信号線をＮ個の出力節点に接続したままにする
ことで、第２液晶パネルに映像信号を供給することができ、しかも、信号線選択回路の数
を少なくできる。
【００１２】
　請求項３の液晶表示装置は、請求項２記載の液晶表示装置において、前記第１液晶パネ
ルは、第１液晶パネルの信号線により映像信号を書き込まれる赤、緑および青の画素を備
え、かつ、信号線駆動回路の出力節点に接続したままにされるＮ本の信号線は、青の画素
に隣接する左右の信号線の内の一方の信号線であることを特徴とする。
【００１３】
　請求項３の液晶表示装置によれば、出力節点に接続したままにされる信号線は、画素の
電位変動が視認されにくい、青の画素に隣接する左右の信号線の内の一方の信号線とした
ので、画素の電位変動が図らずも視認されてしまうのを防止することができる。
【００１４】
　請求項４の液晶表示装置は、請求項１ないし３のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、前記出力節点に接続され得る信号線の数をＭＭ本とし、接続される信号線の数をＭ本
としたときに、ＭＭ／Ｍ＝ｎであることを特徴とする。
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【００１５】
　請求項４の液晶表示装置によれば、第１液晶パネルの信号線選択回路と第２液晶パネル
の信号線選択回路への信号線選択信号を、共通の分割数の時分割で信号線を選択するため
の共通の信号線選択信号とすることができる。これにより、信号線選択信号の数の増加を
防止することができる。
【００１６】
　請求項５の液晶表示装置は、請求項１ないし４のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、前記第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間と前記第２液晶パネルに映像信号を書
き込む期間との間にブランキング期間を有することを特徴とする。
【００１７】
　請求項５の液晶表示装置は、第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間と第２液晶パネ
ルに映像信号を書き込む期間との間にブランキング期間を有する液晶表示装置を提供する
。
【００１８】
　請求項６の液晶表示装置は、請求項１ないし５のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、前記第１液晶パネルと前記第２液晶パネルの少なくとも一方が多結晶シリコンを用い
た製造プロセスで形成されたことを特徴とする。
【００１９】
　請求項６の液晶表示装置は、第１液晶パネルと前記第２液晶パネルの少なくとも一方が
多結晶シリコンを用いた製造プロセスで形成された液晶表示装置を提供する。
【００２０】
　請求項７の液晶表示装置は、請求項１ないし６のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、前記信号線駆動回路がＣＯＧ（Chip on Glass)で前記第１液晶パネル上に搭載されて
いることを特徴とする。
【００２１】
　請求項７の液晶表示装置は、信号線駆動回路がＣＯＧ（Chip on Glass)で第１液晶パネ
ル上に搭載された液晶表示装置を提供する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、ＮＮ本の信号線から時分割でＮ本づつ選択してＮ
個の電極と接続するときに、Ｎ＝ＮＮ／ｎ（ただし、ｎは２以上の整数）としたので、第
２液晶パネルの信号線ごとに電極を設ける場合に比べて、電極数を１／ｎにでき、電極間
隔を長くすることができるので、信号線数の少ない液晶パネルの電極での接続作業が容易
になる。
　特に請求項１に係る液晶表示装置によれば、第１液晶パネルに映像信号を書き込む期間
中において信号線を出力節点に接続する信号線選択回路が、第２液晶パネルに映像信号を
書き込む期間中においても信号線を出力節点に接続し、さらに、第２液晶パネルに映像信
号を書き込む期間中において時分割でＮ本の信号線を選択してＮ個の電極に接続する信号
線選択回路を設けたことで、第２液晶パネルに映像信号を供給することができる。
　特に請求項２に係る液晶表示装置によれば、第１液晶パネルのＮ本の信号線とＮ個の電
極とを予め接続し、第２液晶パネルに映像信号を書き込む期間中においてＮ本の信号線を
Ｎ個の出力節点に接続したままにすることで、第２液晶パネルに映像信号を供給すること
ができ、しかも、信号線選択回路の数を少なくできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の各実施の形態における液晶表示装置について図面を用いて説明する。
【００２４】
　図１は、各実施の形態の液晶表示装置に共通な平面図である。
【００２５】
　図１に示すように、液晶表示装置は、水平走査方向２４０行×垂直走査方向３２０列の
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、いわゆるＱＶＧＡの第１液晶パネル１と、１２０行×１２０列の第２液晶パネル２とを
ＦＰＣ３で相互接続して折り畳み式とした、アクティブマトリクス型のカラー液晶表示装
置である。
【００２６】
　この３２０列の第１液晶パネル１と１２０列の第２液晶パネル２とを備える液晶表示装
置を、４４０列の液晶パネルを備える液晶表示装置とみなし、後者の液晶表示装置で映像
を表示するときと同様の制御を行うことで、制御シーケンス開発のコストと時間の削減を
図ることができる。
【００２７】
　この液晶表示装置では、第１液晶パネル１が備える信号線を駆動する信号線駆動回路１
Ａが、例えば、ＣＯＧ（Chip on Glass)で、第１液晶パネル１上に搭載され、この第１液
晶パネル１の信号線を第２液晶パネル２の信号線に接続することで、第２液晶パネル２の
信号線が駆動される。
【００２８】
　なお、図示しないが、第１液晶パネル１と第２液晶パネル２は、列数分の走査線と行数
の３倍の信号線が交差するとともに各交差部に画素が配置されたアレイ基板を備える。ま
た、画素は、走査線が駆動されたときにオンになる薄膜トランジスタなどのスイッチ素子
と、信号線並びにオンになったスイッチ素子を介して映像信号が書き込まれる画素電極と
を備える。
【００２９】
　また、アレイ基板とこれに対向する対向基板との間に液晶層が形成され、対向基板の各
画素電極に対向する各箇所には、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）のいずれかの色層が
形成される。これにより、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）の画素が形成される。
【００３０】
　なお、第１液晶パネル１や第２液晶パネル２における信号線、走査線、スイッチ素子お
よび画素電極は、例えば多結晶シリコンを用いた製造プロセスで形成することができる。
これにより、スイッチ素子の小型化や画素の開口率向上が可能となる。
【００３１】
　また、上記の信号線駆動回路１Ａは、第１液晶パネル１の信号線、走査線、スイッチ素
子および画素電極と一体的に第１液晶パネル１内に形成することができ、これにより、回
路同士を接続する電極の数の削減が図れる。
【００３２】
　また、例えば、液晶表示装置を折り畳んだときの第１液晶パネル１と第２液晶パネル２
とで挟まれる位置には、図示しないバックライト装置が設けられる。
【００３３】
［第１の実施の形態］
　図２は、第１の実施の形態の液晶表示装置の回路図である。
【００３４】
　第１液晶パネル１に搭載された信号線駆動回路１Ａは、図２に示す出力節点Ｏ１，…，
Ｏ２４０から、第１液晶パネル１や第２液晶パネル２で映像を表示するための映像信号を
出力し、さらに信号線を選択するための信号線選択信号Ｓを出力するようになっている。
【００３５】
　信号線選択信号Ｓは、赤（Ｒ）の画素に映像信号を書き込む各信号線（具体的には、符
号Ｒに数字を後続させる）を選択すべきタイミング、つまり後述する選択信号ＳＢが有効
値を示すタイミングに続くタイミングで有効値を示す選択信号ＳＲと、緑（Ｇ）の画素に
映像信号を書き込む各信号線（具体的には、符号Ｇに数字を後続させる）を選択すべきタ
イミング、つまり選択信号ＳＲが有効値を示すタイミングに続くタイミングで有効値を示
す選択信号ＳＧと、青（Ｂ）の画素に映像信号を書き込む各信号線（具体的には、符号Ｂ
に数字を後続させる）を選択すべきタイミング、つまり選択信号ＳＲが有効値を示すタイ
ミングに続くタイミングで有効値を示す選択信号ＳＢとからなる。
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【００３６】
　また、第１液晶パネル１は、信号線Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，…，Ｒ２４０，Ｇ２４０，Ｂ２
４０の順に並んだ信号線と、信号線選択信号Ｓが供給されるとともにその中の各選択信号
ＳＲ，ＳＧ，ＳＢが有効値を示すタイミングで、信号線Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，…，Ｒ２４０
，Ｇ２４０，Ｂ２４０から信号線を選択して、信号線駆動回路１Ａの出力節点に接続する
信号線選択回路１２と、信号線選択信号Ｓが供給されるとともにその中の各選択信号ＳＲ
，ＳＧ，ＳＢが有効値を示すタイミングで、信号線Ｒ６１，Ｇ６１，Ｂ６１，…，Ｒ１８
０，Ｇ１８０，Ｂ１８０から信号線を選択して、Ｎ個の電極Ｐ１，…，Ｐ１２０と接続す
る信号線選択回路１３を備える。
【００３７】
　信号線選択回路１２および信号線選択回路１３は、第１液晶パネル１の信号線、走査線
、スイッチ素子および画素電極、もしくは信号線駆動回路１Ａを加えたこれらの回路と一
体的に第１液晶パネル１内に形成することができ、これにより、回路同士を接続する電極
の数の削減が図れる。
【００３８】
　第１液晶パネル１において隣り合う画素同士の間隔（画素間隔）は約５０μｍである。
一方、電極Ｐ１，…，Ｐ１２０は、例えば、信号線Ｇ６１，Ｇ６２，…，Ｇ１８０の延長
線上に設けられるので、これら電極のうちの隣り合うもの同士の間隔（電極間隔）は、約
１５０μｍである。
【００３９】
　第２液晶パネル２は、第１液晶パネル１のＮ個の電極Ｐ１，…，Ｐ１２０に対しＦＰＣ
３を介して接続されるＮ個の電極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０と、これらの電極に対し、選択
的に接続されるＮＮ（＝３６０とする）本の信号線、つまり信号線ＲＲ１，ＧＧ１，ＢＢ
１，…，ＲＲ１２０，ＧＧ１２０，ＢＢ１２０の順に並んだ信号線と、ＦＰＣ３を介して
信号線選択信号Ｓが供給されるとともにその中の各選択信号ＳＲ，ＳＧ，ＳＢが有効値を
示すタイミングで、信号線ＲＲ１，ＧＧ１，ＢＢ１，…，ＲＲ１２０，ＧＧ１２０，ＢＢ
１２０から信号線を選択して、Ｎ個の電極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０と接続する信号線選択
回路２２とを備える。
【００４０】
　信号線選択回路２２は、第２液晶パネル２の信号線、走査線、スイッチ素子、画素電極
と一体的に第２液晶パネル２に形成することができ、これにより、回路同士を接続する電
極の数の削減が図れる。
【００４１】
　第２液晶パネル２での画素間隔は約５０μｍである。一方、例えば、電極ＰＰ１，…，
Ｐ１２０が、信号線ＧＧ６１，ＧＧ６２，…，ＧＧ１８０の延長線上に設けられたときの
電極間隔は、約１５０μｍとなる。
【００４２】
　図３は、図２の液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【００４３】
［第１液晶パネル１に映像信号を書き込む期間中の動作］
　図３に示すように、ブランキング期間後の、第１液晶パネル１に映像信号を書き込む期
間中は、信号線駆動回路１Ａが信号線選択信号Ｓを信号線選択回路１２に供給し、また、
信号線駆動回路１ＡがＦＰＣ３を介して信号線選択信号Ｓを信号線選択回路２２とに供給
する。
【００４４】
この第１液晶パネル１に映像信号を書き込む期間中では、まず、第１液晶パネル１の第１
列に対応する各スイッチ素子がオンになる。
【００４５】
　このオン期間における信号線選択回路１２は、まず、信号線選択信号Ｓの中の選択信号
ＳＲが有効値を示すタイミングで信号線Ｒ１，Ｒ２，…，Ｒ２４０を選択して、その信号
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線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００４６】
　これにより、第１列を構成する走査線と信号線Ｒ１，Ｒ２，…，Ｒ２４０との各交差部
に配置された赤（Ｒ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像信号
の振幅に応じた色再現性を有する赤の光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００４７】
　なお、このタイミングでは、信号線選択回路１３が信号線Ｒ６１，Ｒ６２，…，Ｒ１８
０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極Ｐ１，…，Ｐ１２０をそれぞれ接続する。
【００４８】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路２２が信号線ＲＲ１，ＲＲ２，…，ＲＲ１
２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０をそれぞれ接続する
。
【００４９】
　同じオン期間における信号線選択回路１２は、次に、信号線選択信号Ｓの中の選択信号
ＳＧが有効値を示すタイミングで信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇ２４０を選択して、その信号
線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００５０】
　これにより、第１列を構成する走査線と信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇ２４０との各交差部
に配置された緑（Ｇ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像信号
の振幅に応じた色再現性を有する緑の光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００５１】
　なお、このタイミングでは、信号線選択回路１３が信号線Ｇ６１，Ｇ６２，…，Ｇ１８
０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極Ｐ１，…，Ｐ１２０をそれぞれ接続する。
【００５２】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路２２が信号線ＧＧ１，ＧＧ２，…，ＧＧ１
２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０をそれぞれ接続する
。
【００５３】
　同じオン期間における信号線選択回路１２は、最後に、信号線選択信号Ｓの中の選択信
号ＳＢが有効値を示すタイミングで信号線Ｂ１，Ｂ２，…，Ｂ２４０を選択してその信号
線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００５４】
　これにより、第１列を構成する走査線と信号線Ｂ１，Ｂ２，…，Ｂ２４０との各交差部
に配置された青（Ｂ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像信号
の振幅に応じた色再現性を有する青の光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００５５】
　なお、このタイミングでは、信号線選択回路１３が信号線Ｂ６１，Ｂ６２，…，Ｂ１８
０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極Ｐ１，…，Ｐ１２０をそれぞれ接続する。
【００５６】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路２２が信号線ＢＢ１，ＢＢ２，…，ＢＢ１
２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０をそれぞれ接続する
。
【００５７】
　これと同様な動作が、第２列から第３１９列までで順次になされ、そして、第１液晶パ
ネル１に映像信号を書き込む期間の最後において、第３２０列に対応する各スイッチ素子
のオン期間で、赤、緑、青の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像
信号の振幅に応じた色再現性を有する光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００５８】
［第２液晶パネル２に映像信号を書き込む期間中の動作］
　そして、再びブランキング期間が訪れ、その後の、第２液晶パネル２に映像信号を書き
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込む期間中においても、信号線駆動回路１Ａが信号線選択信号Ｓを信号線選択回路１２に
供給し、また、信号線駆動回路１ＡがＦＰＣ３を介して信号線選択信号Ｓを信号線選択回
路２２とに供給する。
【００５９】
　この第２液晶パネル２に映像信号を書き込む期間中では、まず、第２液晶パネル２の第
１列に対応する各スイッチ素子がオンになる。
【００６０】
　このオン期間における信号線選択回路１２は、まず、信号線選択信号Ｓの中の選択信号
ＳＲが有効値を示すタイミングで信号線Ｒ１，Ｒ２，…，Ｒ２４０を選択して、その信号
線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００６１】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路１３が信号線Ｒ６１，Ｒ６２，…，Ｒ１８
０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極Ｐ１，…，Ｐ１２０をそれぞれ接続する。
【００６２】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路２２が信号線ＲＲ１，ＲＲ２，…，ＲＲ１
２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０をそれぞれ接続する
。
【００６３】
　これにより、第２液晶パネル２の第１列を構成する走査線と信号線ＲＲ１，ＲＲ２，…
，ＲＲ１２０との各交差部に配置された赤（Ｒ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画
素は、そのときの映像信号の振幅に応じた色再現性を有する赤の光を次の書き込みのタイ
ミングまで出射する。
【００６４】
　同じオン期間における信号線選択回路１２は、次に、信号線選択信号Ｓの中の選択信号
ＳＧが有効値を示すタイミングで信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇ２４０を選択して、その信号
線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００６５】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路１３が信号線Ｇ６１，Ｇ６２，…，Ｇ１８
０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極Ｐ１，…，Ｐ１２０をそれぞれ接続する。
【００６６】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路２２が信号線ＧＧ１，ＧＧ２，…，ＧＧ１
２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０をそれぞれ接続する
。
【００６７】
　これにより、第２液晶パネル２の第１列を構成する走査線と信号線ＧＧ１，ＧＧ２，…
，ＧＧ１２０との各交差部に配置された緑（Ｇ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画
素は、そのときの映像信号の振幅に応じた色再現性を有する緑の光を次の書き込みのタイ
ミングまで出射する。
【００６８】
　同じオン期間における信号線選択回路１２は、最後に、信号線選択信号Ｓの中の選択信
号ＳＢが有効値を示すタイミングで信号線Ｂ１，Ｂ２，…，Ｂ２４０を選択してその信号
線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００６９】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路１３が信号線Ｂ６１，Ｂ６２，…，Ｂ１８
０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極Ｐ１，…，Ｐ１２０をそれぞれ接続する。
【００７０】
　また、このタイミングでは、信号線選択回路２２が信号線ＢＢ１，ＢＢ２，…，ＢＢ１
２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０をそれぞれ接続する
。
【００７１】
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　これにより、第２液晶パネル２の第１列を構成する走査線と信号線ＢＢ１，ＢＢ２，…
，ＢＢ１２０との各交差部に配置された青（Ｂ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画
素は、そのときの映像信号の振幅に応じた色再現性を有する青の光を次の書き込みのタイ
ミングまで出射する。
【００７２】
　これと同様な動作が、第２列から第１１９列までで順次になされ、そして、第２液晶パ
ネル２に映像信号を書き込む期間の最後において、第１２０列に対応する各スイッチ素子
のオン期間で、赤、緑、青の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像
信号の振幅に応じた色再現性を有する光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００７３】
［第２の実施の形態］
　図４は、第２の実施の形態の液晶表示装置の回路図である。
【００７４】
　ここでは、図２の液晶表示装置が備える構成要素には同一の符号を付して重複説明を省
き、図２と図４の差異を中心に説明する。
【００７５】
　図４に示すように、第１液晶パネル１は、信号線選択回路１３を備えず、その代わりに
、信号線Ｒ６１，Ｒ６２，…，Ｒ１２０とＮ個の電極Ｐ１，…，Ｐ１２０とがそれぞれ予
め接続されて形成される。
【００７６】
　また、第１液晶パネル１は、信号線選択信号Ｓが供給され、第１液晶パネル１に映像信
号を書き込む期間中は、信号線選択信号Ｓを信号線選択回路１２に供給し、第２液晶パネ
ル２に映像信号を書き込む期間中は、信号線選択回路１２への信号線選択信号Ｓの供給を
停止する信号線選択制御回路１１を備える。
【００７７】
　また、第２液晶パネル２は、信号線選択信号Ｓが供給され、第２液晶パネル２に映像信
号を書き込む期間中は、信号線選択信号Ｓを信号線選択回路２２に供給し、第１液晶パネ
ル１に映像信号を書き込む期間中は、信号線選択回路２２への信号線選択信号Ｓの供給を
停止する信号線選択制御回路２１を備える。
【００７８】
［第１液晶パネル１に映像信号を書き込む期間中の動作］
　図３に示すように、ブランキング期間後の、第１液晶パネル１に映像信号を書き込む期
間中は、信号線選択制御回路１１が信号線選択信号Ｓを信号線選択回路１２に供給し、信
号線選択制御回路２１が信号線選択回路２２への信号線選択信号Ｓの供給を停止する。
【００７９】
　この期間中では、まず、第１液晶パネル１の第１列に対応する各スイッチ素子がオンに
なる。
【００８０】
　このオン期間における信号線選択回路１２は、まず、信号線選択信号Ｓの中の選択信号
ＳＲが有効値を示すタイミングで信号線Ｒ１，Ｒ２，…，Ｒ２４０を選択して、その信号
線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００８１】
　これにより、第１列を構成する走査線と信号線Ｒ１，Ｒ２，…，Ｒ２４０との各交差部
に配置された赤（Ｒ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像信号
の振幅に応じた色再現性を有する赤の光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００８２】
　なお、この選択信号ＳＲが供給されない信号線選択回路２２は、任意の、例えば、最後
に選択した信号線ＢＢ１，ＢＢ２，…，ＢＢ１２０のＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…
，ＰＰ１２０をそれぞれ接続したままとする。
【００８３】
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　同じオン期間における信号線選択回路１２は、次に、信号線選択信号Ｓの中の選択信号
ＳＧが有効値を示すタイミングで信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇ２４０を選択して、その信号
線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００８４】
　これにより、第１列を構成する走査線と信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇ２４０との各交差部
に配置された緑（Ｇ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像信号
の振幅に応じた色再現性を有する緑の光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００８５】
　なお、この選択信号ＳＧが供給されない信号線選択回路２２は、例えば、最後に選択し
た信号線ＢＢ１，ＢＢ２，…，ＢＢ１２０のＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，ＰＰ１
２０をそれぞれ接続したままとする。
【００８６】
　同じオン期間における信号線選択回路１２は、最後に、信号線選択信号Ｓの中の選択信
号ＳＢが有効値を示すタイミングで信号線Ｂ１，Ｂ２，…，Ｂ２４０を選択してその信号
線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００８７】
　これにより、第１列を構成する走査線と信号線Ｂ１，Ｂ２，…，Ｂ２４０との各交差部
に配置された青（Ｂ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像信号
の振幅に応じた色再現性を有する青の光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００８８】
　なお、この選択信号ＳＢが供給されない信号線選択回路２２は、例えば、最後に選択し
た信号線ＢＢ１，ＢＢ２，…，ＢＢ１２０のＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，ＰＰ１
２０をそれぞれ接続したままとする。
【００８９】
　これと同様な動作が、第２列から第３１９列までで順次になされ、そして、第１液晶パ
ネル１に映像信号を書き込む期間の最後において、第３２０列に対応する各スイッチ素子
のオン期間で、赤、緑、青の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像
信号の振幅に応じた色再現性を有する光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【００９０】
［第２液晶パネル２に映像信号を書き込む期間中の動作］
　そして、再びブランキング期間が訪れ、その後の、第２液晶パネル２に映像信号を書き
込む期間中は、信号線選択制御回路１１が信号線選択回路１２への信号線選択信号Ｓの供
給を停止し、信号線選択制御回路２１が信号線選択信号Ｓを信号線選択回路２２に供給す
る。
【００９１】
　この期間中では、まず、第２液晶パネル２の第１列に対応する各スイッチ素子がオンに
なる。
【００９２】
　このオン期間における信号線選択回路１２は、Ｎ個の電極と予め接続された信号線Ｒ１
，Ｒ２，…，Ｒ２４０を選択して、その信号線駆動回路１Ａ側の端部に出力節点Ｏ１，…
，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００９３】
　また、このオン期間における選択信号ＳＲが有効値を示すタイミングでは、信号線選択
回路２２が信号線ＲＲ１，ＲＲ２，…，ＲＲ１２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電
極ＰＰ１，…，ＰＰ１２０をそれぞれ接続する。
【００９４】
　これにより、第２液晶パネル２の第１列を構成する走査線と信号線ＲＲ１，ＲＲ２，…
，ＲＲ１２０との各交差部に配置された赤（Ｒ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画
素は、そのときの映像信号の振幅に応じた色再現性を有する赤の光を次の書き込みのタイ
ミングまで出射する。
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【００９５】
　同じオン期間における信号線選択回路１２は、選択信号ＳＧが有効値を示すタイミング
が到来しても、継続して信号線Ｒ１，Ｒ２，…，Ｒ２４０の信号線駆動回路１Ａ側の端部
に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００９６】
　また、この選択信号ＳＧが有効値を示すタイミングでは、信号線選択回路２２が信号線
ＧＧ１，ＧＧ２，…，ＧＧ１２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，Ｐ
Ｐ１２０をそれぞれ接続する。
【００９７】
　これにより、第１列を構成する走査線と信号線ＧＧ１，ＧＧ２，…，ＧＧ１２０との各
交差部に配置された緑（Ｇ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映
像信号の振幅に応じた色再現性を有する緑の光を次の書き込みのタイミングまで出射する
。
【００９８】
　同じオン期間における信号線選択回路１２は、選択信号ＳＢが有効値を示すタイミング
が到来しても、継続して信号線Ｒ１，Ｒ２，…，Ｒ２４０の信号線駆動回路１Ａ側の端部
に出力節点Ｏ１，…，Ｏ２４０をそれぞれ接続する。
【００９９】
　また、この選択信号ＳＢが有効値を示すタイミングでは、信号線選択回路２２が信号線
ＢＢ１，ＢＢ２，…，ＢＢ１２０を選択してそのＦＰＣ３側の端部に電極ＰＰ１，…，Ｐ
Ｐ１２０をそれぞれ接続する。
【０１００】
　これにより、第１列を構成する走査線と信号線ＢＢ１，ＢＢ２，…，ＢＢ１２０との各
交差部に配置された青（Ｂ）の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映
像信号の振幅に応じた色再現性を有する青の光を次の書き込みのタイミングまで出射する
。
【０１０１】
　これと同様な動作が、第２列から第１１９列までで順次になされ、そして、第２液晶パ
ネル２に映像信号を書き込む期間の最後において、第１２０列に対応する各スイッチ素子
のオン期間で、赤、緑、青の画素に各映像信号が書き込まれ、各画素は、そのときの映像
信号の振幅に応じた色再現性を有する光を次の書き込みのタイミングまで出射する。
【０１０２】
　上記実施の形態では、Ｎ＝１２０としたが、Ｎは第２液晶パネル２の列数に応じて多く
あるいは少なくしてもよい。
【０１０３】
　また、図２などにおいて電極Ｐ１，…，Ｐ１２０に接続される信号線よりも全体的に左
あるいは右にシフトした位置にある信号線に対してこれらの電極を接続してもよい。また
、これらの信号線を間引くような接続を行ってもよい。
【０１０４】
　また、上記実施の形態では、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）の画素で映像を表示す
るようにしたが、２色あるいは４色以上の画素で映像を表示する場合は色数に応じた構成
を採用すればよい。
【０１０５】
　以上説明したように、本実施の形態の液晶表示装置は、Ｎ個の電極を備える第１液晶パ
ネル１と、Ｎ個の電極、これらの電極に接続されるＮ本より多いＮＮ本の信号線、これら
の信号線から時分割でＮ本づつ選択して当該Ｎ個の電極と接続する信号線選択回路２２を
備える第２液晶パネル２とを備え、Ｎ＝ＮＮ／ｎ（ただし、ｎは２以上の整数）としたこ
とで、第２液晶パネル２の信号線ごとに電極を設ける場合に比べて、電極数を１／ｎにで
き、電極間隔を長くすることができるので、第２液晶パネル２の電極とＦＰＣ３との接続
作業が容易になる。
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【０１０６】
　特に、図２の液晶表示装置では、第１液晶パネル１は、信号線選択信号Ｓが、第１液晶
パネル１に映像信号を書き込む期間中と第２液晶パネル２に映像信号を書き込む期間中と
において供給され、当該期間中に時分割で信号線を選択して信号線駆動回路１Ａの出力節
点に接続する信号線選択回路１２と、信号線選択信号Ｓが、両期間中において供給され、
当該期間中に時分割でＮ本の信号線を選択してＮ個の電極に接続する信号線選択回路１３
とを備え、第２液晶パネル２の信号線選択回路２２は、信号線選択信号Ｓが、両期間中に
おいて供給され、当該期間中に時分割でＮ本の信号線を選択してＮ個の電極に接続するも
のである。つまり、信号線選択回路１２が、第２液晶パネル２に映像信号を書き込む期間
中においても信号線を出力節点に接続し、さらに、第２液晶パネルに映像信号を書き込む
期間中において時分割でＮ本の信号線を選択してＮ個の電極に接続する信号線選択回路１
３を設けたことで、第２液晶パネル２に映像信号を供給することができる。
【０１０７】
　一方、図４の液晶表示装置では、第１液晶パネル１は、Ｎ本の信号線とＮ個の電極とが
予め接続されたものであり、かつ、信号線選択信号Ｓが供給される期間中に時分割で信号
線を選択して信号線駆動回路１Ａの出力節点に接続するとともに、信号線選択信号Ｓが供
給されない期間中に、当該Ｎ本の信号線を信号線駆動回路１Ａの出力節点に接続したまま
にする信号線選択回路１２と、第１液晶パネル１に映像信号を書き込む期間中に信号線選
択信号Ｓを信号線選択回路１２に供給する一方、第２液晶パネル２に映像信号を書き込む
期間中に信号線選択回路１２への信号線選択信号の供給を停止する信号線選択制御回路１
１とを備え、第２液晶パネル２の信号線選択回路２２は、信号線選択信号Ｓが供給される
期間中に時分割で信号線を選択して電極に接続するものであり、第２液晶パネル２は、第
２液晶パネル２に映像信号を書き込む期間中に信号線選択信号Ｓを信号線選択回路２２に
供給する一方、第１液晶パネル１に映像信号を書き込む期間中に信号線選択回路２２への
信号線選択信号の供給を停止する信号線選択制御回路２１とを備える。つまり、第１液晶
パネル１のＮ本の信号線とＮ個の電極とを予め接続し、第２液晶パネル２に映像信号を書
き込む期間中においてＮ本の信号線をＮ個の出力節点に接続したままにすることで、第２
液晶パネルに映像信号を供給することができ、しかも、信号線選択回路の数を少なくでき
る。
【０１０８】
　なお、図４の第１液晶パネルのように、第２液晶パネル２に映像信号を書き込む期間中
にＮ本の信号線をＮ個の出力節点に接続したままにすると、第１液晶パネル１では、当該
信号線と該信号線に隣接する画素との間の寄生容量により当該画素の電位が変動し、その
変動が図らずも視認される可能性がある。
【０１０９】
　そこで、青の画素においては画素の電位変動を視認されにくい為、出力節点に接続され
たままにされる信号線は、青の画素に隣接する左右の信号線の内の一方の信号線、つまり
、青の画素に映像信号を書き込む信号線と青の画素に映像信号を書き込まないが当該画素
に隣接している信号線のいずれか一方の信号線とすることが望ましい。これにより、画素
の電位変動が図らずも視認されてしまうのを防止することができる。
【０１１０】
　また、信号線駆動回路１Ａの出力節点に接続され得る信号線の数をＭＭ本とし、接続さ
れる信号線の数をＭ本とすると、例えば、図２などでは、ＭＭ＝７２０、Ｍ＝２４０であ
るから、ＭＭ／Ｍ＝３となる。つまり、ＭＭ／Ｍ＝ＮＮ／Ｎ＝ｎとなるので、信号線選択
回路１２と信号線選択回路２２とへの信号線選択信号を、共通の分割数ｎ（ここではｎ＝
３）の時分割で信号線を選択するための共通の信号線選択信号Ｓとすることができる。こ
れにより、信号線選択信号の数の増加を防止することができる。また、信号線駆動回路１
Ａの出力節点数を少なくでき、信号線選択信号Ｓの配線設計の自由度を高めることができ
る。
【図面の簡単な説明】
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【０１１１】
【図１】各実施の形態の液晶表示装置に共通な平面図である。
【図２】第１の実施の形態の液晶表示装置の回路図である。
【図３】図２の液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図４】第２の実施の形態の液晶表示装置の回路図である。
【符号の説明】
【０１１２】
　Ｏ１，…，Ｏ２４０　映像信号の出力節点
　Ｐ１，…，Ｐ１２０，ＰＰ１，…，ＰＰ１２０　電極
　Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，…，Ｒ２４０，Ｇ２４０，Ｂ２４０，
ＲＲ１，ＧＧ１，ＢＢ１，…，ＲＲ１２０，ＧＧ１２０，ＢＢ１２０　信号線
　Ｓ…信号線選択信号
　ＳＲ，ＳＧ，ＳＢ…選択信号
　１　第１液晶パネル
　１Ａ　信号線駆動回路
　２　第２液晶パネル
　１１，２１　信号線選択制御回路
　１２，１３，２２　信号線選択回路

【図１】 【図２】
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